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　4 月になって、春の遅い小諸でも、白い蝶が
飛んでいる。白い蝶はモンシロチョウと思い込
んでいる人が多いのではないのだろうか。モン
シロチョウは小諸にもたくさんいるが、いるの
はキャベツやブロッコリーを栽培している畑や
ナノハナ畑だ。林の近くで見かける白い蝶はモ
ンシロチョウは少なく、スジグロシロチョウと
いう蝶だ。見分け方はスジグロシロチョウの春
型は翅

はね
の裏に黒い筋がある。これが名前の由来

だ。スジグロシロチョウの幼虫はキャベツは食
べず、イヌガラシなどの野生のアブラナ科植物
の葉を食べる。
　スジグロシロチョウにも 2 種類あって、普通
のスジグロシロチョウと、ヤマトスジグロシロ
チョウという別の種類が混ざっている。この見
分けは難しく、アトリエの庭には 2 種類いるが、
ぼくでも的確には見分けられない。
　読者の皆さんにはモンシロチョウに似たスジ
グロシロチョウという白い蝶がいるということ
だけ知って貰えば良いと思う。

スジグロシロチョウ

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

▶日　時　4/27 ㈰ ～ 7/10 ㈭　9:00 ～ 17:00
▶観覧料　一般 500 円、小中学生 250 円
▶休館日　月曜日（5/5 は開館、5/7 ㈬休館）

　川上村出身の新進気鋭の画家・油井祥子による風景
画の作品展を開催します。油井は東京藝術大学絵画科
油画専攻を卒業後、長野県や東京を中心に精力的に制
作や発表を続けています。
　空を大きく大胆に配置した特徴のある構図は、故郷
の空を彷彿とさせます。山や海などの何気ない場所も
確かな技術力で描かれており、実際にある場所も作者
の感情が伴う心象風景と化しています。
　本展覧会では、幅 10m に近いサイズの組作品をは
じめ 120 号から 50 号までの大作のほか、信濃毎日新
聞に掲載されている「思索のノート」の挿絵 12 点、
ドローイングなどの小品合わせて約 30 点を展示しま
す。是非会場にて、油井祥子の描く空の色、空気感など、
静
せいひつ

謐な世界観をご堪能ください。

油井祥子作品展油井祥子作品展
－この色を惜しむ前に－－この色を惜しむ前に－

【ギャラリートーク】
▶日　時　5/17 ㈯　13:30 ～
▶講　師　油井 祥子 氏  　※観覧料必要、予約不要

【写真】左がスジグロシロチョウ
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